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Abstract Through the investigation of the continental Chinese and Korean material of the 
genus Neptis, it becomes clear that two species have been confused under Neptis pryeri Butler, 
1871, and Neptis andetria Fruhstorfer, 1912 is upgraded to a full species from its former 
subspecific treatment of N. pryeri. These two species are well distinguished from each other by 
the wing maculation, male genitalia and the larval morphology, and sympatric habitat was 
confirmed in Korea. W. and SE. Chinese oberthueri Eliot, 1969 is attributed to a subspecies of 
andetria. 
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は じ め に 


ホシ ミス ジ , Neptis pryeri Butler, 1871 は , 東 ア ジア に や や 局 地 的 な 分 布 を 示し , Eliot (1969) お よび 
藤岡 (1998) に より 6 亜 種 に 整理 され て いる . 原 名 亜 種 と な る pryeri は 元 来 中 国 の 上 海 か ら 記 載 さ きれ, 
中 国 の Kiangsi (お そら く 江 西 省 ) か ら Oberthür (1876) に より 記載 され た Limenitis arboretorum は そ 
の シノ ニム と され る . 朝鮮 半島 か ら は 2 つの 名 称 が 提出 きれ, 中原 ・ 江 崎 (1929) が 朝鮮 ( 現 韓国 ) の 
安 養 か ら pryeri の 亜 種 と し て 記載 し た coreana E, Bryk (1946) が Korea より 同じ く 亜 種 と し て 記載 
し た koraineptis が ある . Eliot (1969) は これ ら 2 つも 原 名 亜 種 の シク ニム と し , 藤岡 (1998) も その 
考え に 従っ た . この 結果 , 中 国東 南部 か ら 中 国東 部 お よび 朝鮮 半島 に か け て の 個体 群 は いずれ も 原 名 
亜 種 に 包含 され た . 中 国 西部 四川 省 の 個体 群 は , 一 時 Fruhstorfer (1912) に より arboretorum と し て 記 
録 さ れ た . これ は , 日 本 産 の ye7 と 比べ て 黒 化 傾 向 に ある と され る た め , お そら く 原 名 亜 種 で は な 
いと 考え られ る . また , Oberthür (1913) も Ta-Tsien-Lou ( 打 笛 米 = 康 定 ) か ら 異 常 型 melanis を 記録 
し た . Eliot (1969) は , 亜 種 以下 の ラン ク で 提出 され た melanis は 四川 省 の 亜 種 名 に は 採用 で き な い と 
UT, 新た に oberthueri と いう 亜 種 名 で 四川 省 の も の を 記載 し て いる が , 筆者 あら の 見 る 限り に お いて 
(X, Oberthür (1913) の melanis の 原図 は , pryeri の 異常 型 と 考え られ る . Eliot (1969) が これ を ober- 
thueri の 異常 型 に 含め て いた の は 疑問 で ある . 


一 方 , 本 種 の 分 布 域 の 北方 に 当たる ロシア 東南 部 か ら 沿 海 州 に か け て は この 和 群 の 2 つの 名 前 , an- 
detria と kusnetzovi, が 付け られ て いる . Fruhstorfer (1912) に より pryeri の 亜 種 と し て アム ー ル 地域 
か ら 書 か れ た andetria を Eliot (1969) は pryeri の 亜 種 と し て 認め て いる . また , Kurentzov (1949) に 
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Neptis pryeri Putler, f, anderia Feuhstorfer & 


CHIRA do Xp F, Wm. 


Fig. 1. Photos of Neptis andetria Fruhstorfer recorded by Doi (1935). After Zephyrus (6), 
1935. 


LOYRENOYV ARTY Y VERB D DARE L L TRUR S te N. kusnetzovi に つい て , Eliot (1969) 
は pryeri の 亜 種 と し た が , 藤岡 (1998) は タイ プ 和 標本 の 写真 検査 か ら kusnetzovi も andetria の シノ ニ 
ム と 位置 付け た . 筆者 らち は, Kurentzov (1970) の 「 極 東 の チョ ウ 」 の 図版 か ら , この kusnetzovi を フタ 
スジ チョ ウ , N. rivularis と andetria の 雑種 で ご は な いか と 考え て いる . Kurentzov (1957) は , 前 述 の 
kusnetzovi が 沿海 州 の 平地 に 産 する pryeri DE andetria と は 棲息 環境 を 異 に し , 標高 800-900 m の 
山地 に 分 布 す る こと を 発表 し て いる . SB (1960, 1961) iz に よれ ば , Kurentzov は 玉 侍 か ら 送 られ て き 
た 2 頭 (信州 エボ シ 岳 産 1 頭 , 他 1 頭 は 産地 不明 ) を も と に , 沿海 州 の 山間 部 と 同様 な こと が 日 本 で 

. も 生じ て いる と 考え , 日 本 産 に つい て も M tamanuki と し て 命名 し た と いう が , この 名 称 は 実際 に は 
原稿 名 と し て 未 発表 に 終わ っ た らし く , 筆者 ら は その 原 記載 の 存在 を 知ら な い . 


台湾 の も の は , Fruhstorfer (1908) に より pryeri の 別 亜 種 と し て jucundita の 名 称 が 与え を られ て いる が , 
日 本 の も の は 長らく 亜 種 と し て 分 離さ きれ ん た こと は な く , Eliot (1969) で も 原 名 亜 種 と し て 扱わ れ て き 
た . 最近 藤岡 (1998) は 日 本 本 土 の も の を 亜 種 iwasel, (RIZED b OD Uf yodoei と し て 新た に 記 
載 し た が , これ ら の うち , 本 州 中 部 以 北 の 個体 群 の 特性 に つい て は 筆者 ら も 「 ホ シミ スジ を 考え る 
(D] で 詳 述 し た (福田 ・ 美 ノ 谷 。 1999). 九州 , 四国 , 中国 (隠岐) 近畿 を 含む 西日本 産 の 特徴 に つい 
て は この シリ ー ズ の 「 ホ シミ スジ を 考え る (3)」 で 詳し く 述 べ る こと と し , また 大 陸 産 の 原 名 亜 種 と さ 
れる 個体 群 の 変異 に つい て も coreana の 帰属 を 含め て 詳し く 調 べた い が , 今回 の 「 ホ シミ スジ を 考え る 
D] で は 大 陸 の ホシ ミス ジ の 再 検討 を 通し て 分 か っ た 知見 を 報告 する . 


上 記 の 通り 大 陸 産 は 3 つの 亜 種 , pryeri, andetria, oberthueri, に 区 分 きれ て いる が , 原 名 亜 種 は 後 次 
裏面 の 白 帯 の 幅 が 広く , 後 炊 裏 面 亜 外縁 の 白 紋 列 も 鮮明 で ある . これ に 対し , アム ー ル か ら 記 載 さ きれ 
た andetria Fruhstorfer は 小型 で 後 交 表 面 の 亜 外 縁 帯 が ほとん ど 完 全 に 消失 する . Fruhstorfer の an- 
detria Wi, ウラ ジオ スト ッ ク の Moltrecht 博士 か ら 送 られ た アム ー ル 地域 の 数 ヵ所 で 得 ら れ た 標本 に 基 
づく が , 記載 は 短く , これ だ け で は 正体 は 分 か り づ らい . 土居 (0935) (x, 朝鮮 ( 現 北朝 鮮 ) の 恵山 鎖 
で 当時 京城 中 学校 生徒 の 江口 重明 氏 が 1934 年 8 月 に 得 た 個体 が Fruhstorfer (1912) の いう 型 andetria 
と 同じ で ある と し て , 3 ダ の うち の 1 を 図示 報告 し て お り (Fig. D, andetria を 同定 する 上 で の 一 つ 
の 拠り 所 と な っ て いる . 土居 (1935) は さら に この ホシ ミス ジ に ウラ グロ 型 と いう form ( 型 ) 名 を つ 
D, N. p. pryeri と も N. p. coreana と も 異な る と し て 分 けた . A (1939) は , 「 蓋 馬 高 剖 産 蝶 類 採集 記 」 
GAS) の リス ト の 中 で , ホホ シミ スジ 群 を pryeri と andetria の 2 種 に 分 け て 報告 し , 前 者 を ホシ ミス 
ジ , 後者 を ウラ グロ ホシ ミス ジ の 和 名 で 区 別 し た . Eliot (1969) は andetria を 再び pryeri の 亜 種 に 戻 
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2. N. a. andetria Fruhstorfer, 2, Russia, Khabarov- 
3. N. a. oberthueri Eliot, &, China, Qingchengshan. 31. vii. 


Figs 2-3. Neptis andetria in nature. 
sk. 25. vii. 1989. 
1990. 


Fig. 4. A sympatric habitat of Neptis pryeri Butler and N. andetria Fruhstorder in Korea, 
Gangwon-do, Neili, 500-600 m in altitude. 20. vii. 1998. 


Figs 5-8. Neptis pryeri Butler (5-6) and N. andetria Fruhstorfer (7-8) collected at the same 
locality in Korea, Gangwon-do, Neili, 500-600 m in altitude (6, 8: underside). 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


132 福田 晴男 ・ 美 ノ 谷 憲久 ・ 高 槍 真弓 

















Fig.9. A map showing the distribution of Neptis pryeri Butler (O) and N. andetria 
Fruhstorfer (6) in the continent ((9: a sympatric locality in Korea, Gangwon-do). 


し た が , Kim (1976) は これ ら 2 つ を 別種 と し て 表し . 両 種 の 分 布 図 を 提出 し た 上 で , 韓国 の andetria 
の 分 布地 が 雪 后 山 だ け で ある こと , andetria の 裏面 が 黒い こと を 記述 し た が , pryeri と の 詳細 な 比較 
は 述べ な か っ た . 現在 , Eliot (1969) の 扱い を も と に pryeri と andetria は 同一 種 に され た まま 今日 に 
至っ て いる が (例え ば 猪 又 ( 編 ), 1986), 最近 の 藤岡 (1998) も Eliot (1969) の 考え を 支持 し , ande- 
tria を pryeri の 列 亜 種 と 再 確認 し て いる . 


筆者 ら の 二 人 , 福田 と 美 ノ 谷 は , 1989 年 7 月 に ソ連 Gia zy) の ハバ ロフ スク 郊外 に て “ホシ ミス 
ジ ” を 採集 し た が , これ ら は 分 布地 か ら 予 想 さ れる 通り Fruhstorfer の andetria で あっ た (Fig.2). v» 
ずれ も 土居 (1935) の いう ウラ グロ 型 , A (19399) の いう ウラ グロ ホシ ミス ジ で は な いか と 考え て い 
Je. 331990 年 7 月 に 中 国 四 川 省 の 青 城山 で も “ホシ ミス ジ ” を 採集 し . それ ら を Eliot の oberthueri 
と 判断 し た が (Fig.3) この と きも 野外 調査 の 印象 で は , これ ら が pryeri と は 別種 で 。 か つ 前 年 の ハ 
バ ロ フ スク 郊外 の も の と 同じ で は な いか と 考え , お そら く , 四川 省 の oberthueri と 沿海 州 の andetria 
が 狭義 の ホシ ミス ジ , pryeri と は 別 の 1 つの 種 集 団 で は な いか と 考え た . も し そう で あれ ば , A 
(1939) の ウラ グロ ホシ ミス ジ は 狭義 の ホシ ミス ジ よ りり 寒冷 地 に 適応 し た 種 で , 韓国 で は 雪 績 山 な どの 
高 標高 地 に ウラ グロ ホシ ミス ジ が , 低 標高 地 に ホシ ミス ジ が 分 布 し て いる に 違い な いと 類推 する よう 
に な っ た. その 後 , 両者 の 間 に は , 成虫 の 斑紋 だ け で な く , 幼虫 の 形態 や 交尾 器 に も 違い の ある こ 
と を 確認 し , 従っ て , も し 雪 岳 山 に 調査 に 行き , そこ で 両方 が 発見 で きれ ば 間違い な く と の 2 つ は 別 
種 と すべ き で あろ うと 考え て いた . 


折 し も , 筆者 ら の 一 人 高橋 は , 1998 年 7 月 に 韓国 中 部 の 江原 道内 里 (Neili) と その 付近 の 山地 の 2 3 
点 に お いて ホシ ミス ジ と ウラ グロ ホシ ミス ジ を 採集 し た が , その 内 の 一 つの 谷 で は 両者 が 混 棲 し て い 
る の を 発見 し (Fig.?,。 これ ら は 同一 種 内 の 亜 種 や 型 で は な く , 互い に 独立 種 で は な いか と いう 疑問 
を 抱い た (Figs 5-8). 次 変 尾 器 の 検査 も 福田 ・ 美 ノ 谷 の 観察 結果 と 同じ で あっ た . 


これ ら の 知見 の 発表 に 際 し て 3 人 で 協議 し た 結果 , ホシ ミス ジ と ウラ グロ ホシ ミス ジ を 別種 と し て 扱 
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Figs 10-15. Differences in the wing maculation between Neptis pryeri Butler and N. 
andetria Fruhstorfer. Arrow numbers correspond to those in Table 1. 10-11. N. 
pryeri. 12-13. N. a. andetria. 14-15. N. a. oberthueri Eliot. (11,13, 15: under- 


side). 


う 上 で の 決め 手 と な る 高橋 に よる 混 棲 地 の 発見 を 一 つの 軸 と し , 福田 ・ 美 ノ 谷 に よる andetria と ober- 
thueri の 同質 性 お よび それ ら と pryeri の 異質 性 の 確認 を も う 一 つの 軸 と し て 共著 で 議論 を 展開 し て い 
く こ と が 一 番 よ いと 考え る に 至っ た . そこ で 今回 の 「 ホ シミ スジ を 考え る D] で は , 大 陸 の “ホシ ミ 
AY” が 1 種 で は な く , andetria と oberthueri が 同一 種 で , pryeri と は 別 の 種 の 関係 に ある こと を 明 ら 
か に し , 成虫 の 斑紋 . 交尾 器 , 生態 的 知見 , 幼虫 の 形態 に つい て の 分 析 結 果 を 報告 する こと に し た . 


成虫 斑紋 お よび 交尾 器 の 分 析 

材料 お よび 方 法 

斑紋 の 分 析 に 供し た 標本 は 以下 の 通り で ある . N. pryeri の 原 名 亜 種 と し た も の は 前 報 で 図示 し た 11 
ケ所 24 個体 と 同じ で ある (福田 ・ 美 ノ 谷 , 1999). 


pryeri 中 国 : 際 西 省 Laoyu, 3 o^; 湖北 省 神 民 県 , 1 の: 江西 省 武夷 山 , 1 Y; 河江 省 四 明山 , 1 4 Ff; 
安 微 省 大 別 山 , 2 $; AGRE, 2725. 韓国 : 安東 , 10 1 9; RAEE, 15071 2$; 京 
ŚM, 171 2. 北朝 鮮 : 茂山 , 1 $; Shimwonsa, 1 $. 
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Figs 16-24. Neptis andetria andetria Fruhstorfer, Russia. 16-19. の, Khabarovsk. 20- 
23. 9, Khabarovsk. 24. g^, Vladivostock. (above: upperside, below: underside). 
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Figs 25-33. Neptis andetria andetria Fruhstorfer, Russia and Korea (25-31) and N. a. 
oberthueri Eliot, China (32-33). 25-26. 7, Vladivostock. 27-29. 2, Vladivos- 
tock. 30. 7, Gangwon-do. 31. $, Gangwon-do. 32. $, Hunan Prov., Shiren- 
shan. 33. 7, Shaansi Prov., Taibaishan. (above: upperside, below: underside). 
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Figs 34-42. Neptis andetria oberthueri Eliot, China. 34-35. 9, Shaansi Prov., Taibai- 
shan. 36-37. #, Sichuan Prov., Emeishan. 38-40. #1, Sichuan Prov., Qingcheng- 
shan. 41-42. $, Sichuan Prov., Qingchengshan. (above: upperside, below: under- 
side). 
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Figs 43-48. Neptis andetria oberthueri Eliot, China. 43. , Sichuan Prov., Qingcheng- 
shan. 44-48. g^, Sichuan Prov., Kangding. (above: upperside, below: underside). 


andetria ロシア : ハバ ロフ スク 近郊 , 4@ 4 了 そ ; ウラ ジオ スト ク , 37392. 韓国 : WE lo^ 15$. 
合計 3 ケ所 16 個体. 

oberthueri HE: 河南 省 石 人 山 , 1 4; REBAR 1729; 四川 省 峨 眉山 , 2 の ; 四川 省 青 城山 , 
3532, 四川 省 康 定 , 4 の . 合計 $ ケ 所 16 個体 . 


交尾 品 の 検査 に は 台湾 お よび 日 本 の pryeri も 供し た . 一 部 重複 する が , 被 検 標本 の 産地 を 列記 する . 


pryeri 韓国 : 京畿 道光 陵 , 京 低 道 龍門 山 , 江原 道内 里 . 

jucundita: RØ: EE. 

iwasei: 日 本 : 長野 県 丸子 町 . 

andetria ロシア : ハバ ロフ スク 郊外 へ フツ ィ ー ル . 韓国 : 江原 道 西 碧 里 . 

oberthueri HE): 四川 省 峨 眉山 , 四川 省 青 城山 , WARE KAAKA. 

ダ の 変 尾 器 は 常 法 に より , 標本 の 胴体 部 か ら 切 り 離 し た 腹部 末端 部 より 変 尾 器 だ け を 取り 出し . スラ イ 
ドグラ ス に 置い て グリ セリ ン で 封じ た . 観察 , 撮影 に は 光学 顕微 鏡 を 用 いた . 全体 の 観察 の 他 , valva 
末端 部 の 詳細 な 写真 撮影 を 行っ た . 
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Table 1. Differences between Neptis pryeri and N. andetria in the wing maculation. Numbers 
correspond to those in Figs 10-15. 
No. distinguishing points pryeri andetria 
1 shape of white spot in not M-shaped M-shaped 
postdiscal band of hindwing 
upperside 
2 shape of white spot in not M-shaped M-shaped 
postdiscal band on hindwing 
underside 
3 width of white postdiscal band wide narrow 
on hindwing upperside 
4 width of white postdiscal band wide narrow 
on hindwing underside 
5 white postdiscal band on hind- never disappearing sometimes disappearing 
wing upperside 
6 shape and size of a subbasal roundish or rectangular, large, touching veins 1b and 4 
black spot inside medial white not touching veins 1b and 4 
band in space Ib on hindwing 
underside 
7 subbasal black spots from each spot clear, not making each spot larger, sometimes 
spaces Ib to 4 on hindwing subbasal area infuscate making subbasal area infuscate 
underside 
8 ground color inside median white, not suffused with brown whitish gray, often suffused 
white band in space 5 on scales with brown scales 
hindwing underside 
9 a white stria at middle of costa absent often present 
on forewing upperside 
結果 お よび 考察 
成虫 の 斑紋 


N. andetria が ウラ グロ ホシ ミス ジ と 呼ば れる も と に な っ た 成虫 裏面 の 褐色 の 色調 は , pryeri に 比べ 暗 
化し て いる . また , oberthueri も 筆者 ら が 見 た 限り で は 同様 で ある . その 上 で , pryeri, andetria, ober- 
thueri の 成虫 次 表 , 次 裏 の 斑 紋 を 詳し く 調 べた 結果 , Table 1 に 示す よう な 違い が 見 られ た . 決定 的 な 
違い は , 後 次 表 面 お よび 裏面 の 亜 外縁 の 白 帯 の 形 が , pryeri で は M 型 に な ら な い の に 対し , andetria, 
oberthueri で は M 型 に な る 点 で ある (Figs 10-15. 矢印 1.2). また , BARA lb 室 中 央 白 帯 基部 側 の 
黒 紋 1 個 の 大 きき さ が , pryeri で 1b 脈 と 4 脈 に か か る と こと な く 丸 か 四角 で 出る の に 対し , andetria, 
oberthueri は 1b 脈 と 4 脈 に か か る ほど 大 きく 出る 点 も 特徴 的 で , 区 別 可 能 で ある (Figs 10-15, 矢印 
6). 後 次 裏面 lb 室 か ら 4 室 に か け て の 中 央 白 帯 基部 側 の 黒 紋 の 出 方 も .。 pryeri は 1 個 ず つ 犬 きく 出 な 
いた め , 全体 的 に 黒ずん で 見 える こと が な い の に 対し , andetria, oberthueri は 黒 紋 が 1 個 ず つ 大 きく 
ET, 全体 的 に 黒ずん で 見 える こと が あり , と き に は lb 脈 か ら 4 脈 に か け て 全体 的 に 黒 紋 で 履 わ れ 
る こと と も ある (Figs 10-15, 矢印 6.7. この 他 , 後 次 表面 亜 外 縁 の 白 帯 が pryeri で は 消え か ける こと 
が な い の に 対し , andetria, oberthueri で は し ば し ば 消え か ける こと が あり (Figs 10-15, 矢印 5), その 
白 帯 の 幅 も , 表面 , 裏面 と も に pye7 で 広く , andetria, oberthueri で 狭い (Figs 10-15, 矢印 3, 4). 
Fruhstorfer (1912) 28, アム ー ル 地域 か ら 記 載 し た 白 帯 の 消え か ける andetria と 同じ 程度 の 個体 が . ハ 
バ パロ フ スク , ウラ ジオ スト ッ ク 産 に 多く 見 る と と が で きた が , その 全て が 消え か ける 個体 で は な いこ 
と も 付け 加え て お きた い . さら に , 後 超 裏面 $ 室 中 央 白 帯 基部 側が 褐色 鱗 に な る か どう か を 見 る と , 
pryeri で は ほとん ど 褐 色 鱗 に な ら な い の に 対し , andetria, oberthueri で は 多く の 個体 が 褐色 鱗 に な る 
場合 が 多い 点 が 違っ て お り , 個体 に よっ て は , その 褐色 鱗 が 白 帯 基部 側 全体 に 及ぶ こと も ある (Figs 
10-15, 矢印 8). 前 閉 表 面前 縁 中 央 部 の 白 点 を 見 る と , pryeri で は 出 な い の に 対し , andetria, oberth- 
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C1 D 
T 49 eQ so 


Figs 49-50. Male genitalia of Neptis spp. 49. N. andetria Fruhstorfer. Korea, 
Gangwon-do. 50. N. pryeri Butler. Korea, Gangwon-do. (A,: tegumen, À;: sac- 
cus, B: left side of valva, C,: lateral side of phallus, C,: dorsal side of phallus, D: 
juxta). 





Figs 51-59. Apical portion of valva of male genitalia of Neptis spp. 51-54. N. andetria 
oberthueri Eiot (51: China, Sichuan Prov., Emeishan, 52: China, Sichuan Prov., 
Qingchenshan, 53: China, Sichuan Prov. Kangding, 54: China, Shaanxi Prov., 
Taibaishan). 55. N. a. andetria Fruhstorfer (Russia, Khabarovsk, Hefzir). 56-57. 
N. p. pryeri Butler (56: Korea, Gyunggi-do, Kwangnung, 57: Korea, Gyunggi-do, 
Yongmunsan). 58. N. p. jucundita Fruhstorfer (Taiwan, Paling). 59. N. p. iwasei 
Fujioka (Japan, Nagano Pref., Maruko-machi). 
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Fig 60. The 4th instar larva of N. pryeri Butler. Korea, Gyungi-do, Yongmunsan, 3. v. 
1987. 

Fig.61. The female of Neptis andetria oberthueri Eliot ovipositing eggs on Spiraea sp. 
China, Sichuan Prov., Qingchenshan, 1,500 m, 31. vii. 1990. 

Fig.62. Eggs of Neptis andetria oberthueri on underside of a leaf of Spiraea sp. China, 
Sichuan Prov., Qingchenshan, 1,500 m, 31. vii. 1990. 

Fig. 63. Nests of Neptis andetria oberthueri larvae. China, Sichuan Prov., Qingchenshan, 
1,100 m, 31. vii. 1990. 
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Fig.66. The last instar larva of Neptis andetria oberthueri (lateral view). 

Fig.67. The last instar larva of Neptis pryeri iwasei (lateral view). 

Fig.68. The last instar larva of Neptis andetria oberthueri (dorsal view). 

Fig.69-76. Lateral green markings of the last instar larva of Neptis andetria oberthueri. 
China, Sichuan Prov., Qingchensham, 1,500 m, 31. vii. 1990. 


ueri で は 出る 場合 が 多い (Figs 10-15, 矢印 9 の . 以上 の こと は , 大 陸 の “ホシ ミス ジ ” が 1 種 で は な 
<, andetria と oberthueri が pryeri と は 別 の 同一 種 の 関係 に ある と いう 考え を 支持 する も の で ある . 
N. andetria と oberthueri の 被 検 標本 33 個体 を 図示 し て お く (Figs 16-48). 


交尾 器 


RAEO pryeri と andetria に つい て 比較 し た と こと ころ, valva の 先端 部 , tegumen 前 縁 部 お よび saccus 
の 形態 に 相違 が 見 られ た . まず , valva の harpe 先端 部 に つい て は , andetria で は 細く 矢 る の に 対し , 


Fig. 64. Spiraea sp., a host plant of Neptis andetria oberthueri, growing in the semi-shady 
place. China, Sichuan Prov., Qingchenshan, 1,100 m, 31. vii. 1990. 

Fig.65. A semi-shady hatibat of Neptis andetria oberthueri. China, Sichuan Prov., 
Qingchenshan, 1,100 m, 31. vii. 1990. 
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Table 2. Differences in the male genitalia between Neptis pryeri and N. andetria. 











distinguishing points pryeri andetria 

tip of harpe in valva broad and less pointed narrow and acutely pointed 
frontal side of tegumen weekly protrude strongly protrude 

saccus long short 








pryeri で は 幅 が 広く あま り 舌 ちら な い . また , tegumen 前 面部 は , 前 者 で は 強く 突き 出す の に 対し , 後 
者 で は あま り 突 き 出さ きず , saccus に つい て は 前 者 は 後者 に 比 し て 短い こと が 確認 され た (Figs 49-50). 
特に , valva 先端 部 に は 顕著 な 相違 が 見 られ た ため, それ に つい て は jucundita, iwasei お よび oberth- 
ueri ZED, で きる 限り 多く の 産地 で 検討 し , 写真 撮影 を 行っ た (Figs 51-59). これ ら の 結果 を 見 る 
と , pryeri と jucundita で は その 先端 部 が 比較 的 広く 。 あ まり 舌 ら ちら ない の に 対し , andetria, oberthueri 
で は 細く 失っ て 内 側 へ の 湾曲 度 も 大 きい こと が 分 か る . すなわち , valva 先端 部 の 形状 か ら は pryeri 
と jucundita は 同一 の グル ー プ に 分 けら れ , andetria と oberthueri か ら の 区 別 が 可能 で あっ た (Table 
2. この と と は , この 2 つの グル ー プ が 別 の 種 集団 で ある こと を 支持 する も の で ある . 


生態 的 知見 


筆者 ら の 二 人 , 福田 , 美 ノ 谷 は , 1987 年 5 月 に 韓国 京畿 道 龍門 山 , 光 陵 に お いて pryeri の 生態 調査 を 
fjv, また , 1989 年 7 月 に ソ連 Gua zy) ハバ ロフ スク 近郊 へ フツ ィ ー ル に お いて andetria の 調 
査 を 行っ た . さら に , 1990 年 7 月 に 中 国 四川 省 青 城山 に お いて oberthueri の 調査 を 行っ た . ここ と では, 
これ ら 3 者 の 生態 的 知見 を 述べ る . 


pryeri 


1987 年 5 月 3, 4 日 に 韓国 京畿 道 に お いて 生態 調査 を 行っ た (福田 ・ 美 ノ 谷 , 1989). 龍門 山 で は ヒト エ 
ノシ ジミ バナ , Spiraea prunifolia か ら 3,4 齢 幼虫 が 確認 され , 光 陵 で は ヒト エ ノ シ ジミ バナ と ホ ザ キ 
シモ ツケ , S. salicifolia か ら 3,4 齢 幼虫 が 確認 され た (Fig. 60). その 幼生 期 に つい て は , 日 本 本 土 (本 
JM, 四国 , 九州 ) 亜 種 , ん ヵ iwasei と 大 差 は な く , 特に 尾部 末端 の 緑色 班 に つい て は ほぼ 同一 の 模様 
で あっ た . この 2 ケ所 の 産地 は 明る い 疎 林 や 林 縁 に 存在 し て いた . 





andetria 


1987 年 7 月 25,26 日 に ソ連 ( 現 ロ シア ), ハバ ロフ スク 近郊 へ フツ ィ ー ル に お いて 生態 調査 を 行っ た . 
成虫 は 林 縁 を 飛翔 し . セリ 科 の 白い 花 で 吸 窪 し て いた (Fig.2). 周辺 に は 食餌 植物 と 考え を られ る エゾ 
シモ ツケ , S media, が 自生 し て いた が , 卵 や 幼虫 は 発見 で き な か っ た . ここ の 産地 は , 森林 の 中 に 
点 在 する 開け た 場所 で あり , や や 半日 険 の で きる 林 縁 環境 で あっ た . 


oberthueri 


1990 年 7 月 30 日 に 中 国 四川 省 青 城山 に お いて 生態 調査 を 行っ た . 成虫 は 山頂 付近 , BEES L500m の 
や や 暗い 林 縁 部 を 飛翔 し て お り , 食餌 植物 で ある シモ ツケ の 1 種 , S. sp. (Fig. 64) に 時 折 降 り て は 産 
卵 を 試み て いた . 韓国 に お ける pryeri の 幼虫 の 発見 され た 明る い 開 けた 環境 に 上 比べ, ここ で は , ober- 
thueri が 半日 陰 の よう な 林内 を 活発 に 飛翔 し て いた (Fig. 65). 発見 され た 食餌 植物 の 特徴 は 日 本 の ア 
イ ヅ シ モツ ケ , S chamaedrifolia に 似る . 花 は 白色 , 葉 は 重 鍋 歯 で , 厚 さ は アイ ヅ シ モツ ケ に 比べ て 
薄く , し か も や や 丸 味 を 帯び て いる . 現在 , この シモ ツケ は 未 同定 で ある . この 食餌 植物 に 何 度 か 産 
卵 行動 を する 了 そ 個体 が , や や 崖 に 突き 出 た 高き 70-80 cm の 葉 の 裏面 に 産卵 する の を 確認 し た (Fig. 
61). この 食餌 植物 は , 中 腹 の 標 高 1,100 m 付近 の 林内 で 群落 を 作っ て お り , そこ で 多数 の 卵 や 幼虫 を 
確認 する こと が で きた (Figs 62-63). 


以上 の 生態 調査 か ら , pryeri は 明る い 疎 林 を 好む の に 対し , andetria, oberthueri は や や 暗い 半日 陰 を 
好む 傾向 が ある も の と 推察 され た . 
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幼虫 形態 の 分 析 (特に oberthueri 終 齢 幼虫 に つい て ) 


韓国 産 の pryeri の 3, 4 齢 幼虫 が 日 本 本 土 亜 種 。 yzseg と ほぼ 同一 で ある と と に つい て は 前 述 し た 通り 
CHA. この 項 で は , 中 国 四 川 省 青 城山 で 確認 され た oberthueri の 終 齢 幼虫 の 詳細 に つい て iwasei と 
比較 し な が ら 述 べ る . 体長 , 概 形 は iwasei に 類似 する . し か し , 胴体 背面 の 4 対 の 球状 突起 は iwasei 
に 比 し 長く , 特に 中 胸部 , 後 胸部 お よび 第 8 腹 節 の 東 状 突起 は 鋭く 失っ て いる . 胴 部 の 地 色 は 赤褐色 
だ が , 観察 し た 18 個体 の 中 で も や や 明る いも の か ら 暗 いも の まで 若干 の 変異 が 見 られ た . N. p. iwasei 
で は 灰白色 の 個体 も 多く 見 られ る が , その よう な 色彩 の 個体 は ほとん ど 見 られ な か っ た . また な た, 中 胸 
部 球状 突起 より 腹部 気 門下 に か け て の 第 5 腹 節 まで の 黒褐色 条 , 第 6 腹 節 より 第 8 腹 節 束 状 突起 に か 
け て の 黒褐色 条 お よび 背部 に 見 られ る 二 重 の 黒褐色 斜 紋 は いずれ も iwasei に 比べ る と より 黒 化し , T 
広い (Figs 66-68). さら に , Neptis 属 の 幼虫 に お いて 重要 な 区 別 点 と な る 第 6 腹 節 よ り 第 10 腹 節 側面 
の 緑色 班 は iwasei と 比べ , 著しく 異な っ て いた . すなわち , 明瞭 に 第 8 腹 節 の 部 分 で 分 離す る . さら 
に 第 7 腹 節 の 緑色 班 は 側面 上 部 に お いて iwasei の よう に 第 8 腹 節 に 接近 し て 和 失っ た 山 型 に な ら な い . 
また , 緑色 斑 の 上 下 の 幅 も 小さ きく, その 幅 も iwasei に 比 し , 個体 に よる 変異 幅 が 大 きい の が 特徴 で あ 
2. その 上 この 緑色 斑 の 色彩 も gsez に 比 し 淡く な っ て いる . N. p. oberthueri の この 緑色 班 は . むし 
ろ 日 本 産 フ タス ジ チ ナチ ョ ツウ, N. rivularis に 類似 し て いる と いえ よう (Figs 69-76). 


まとめ 


混 棲 地 の 発 見 , KERKONI, ?@ 交 尾 器 の 分 析 , 生態 的 知見 , 幼虫 形態 の 分 析 か ら , 大 陸 産 “ホシ 
ミス ジ ” が 1 種 で は な く , andetria と oberthueri は pryeri と は 異な る 別 の 一 つの 種 集団 で ある こと を 
明らか に し た . 筆者 らち は, andetria と oberthueri より な る 種 に ウラ グロ ホシ ミス ジ の 和 名 を 当て る . 
この 和 名 は , A (1939) が 最初 に 使用 し た も の で あり , 継承 し て いき た い . な お , 大 陸 産 ホシ ミス ジ 
群 を 整理 する と 以下 の 通り で ある . 


Neptis pryeri pryeri Butler, 1871 (ホシ ミス ジ 原 名 亜 種 ) 
中 国東 南部 ・ 東 部 ・ 東 北部 , 朝鮮 半島 
Neptis andetria andetria (Fruhstorfer, 1912), stat. nov. (ウラ グロ ホシ ミス ジ 原 名 亜 種 ) 
朝鮮 半島 (北朝 鮮 , 韓国 ) ロシア 東南 部 (沿海 洲 ) 
Neptis andetria oberthueri Eliot, 1969, stat. nov. (ウラ グロ ホシ ミス ジ 中 国 西部 ・ 東 南部 亜 種 ) 
中 国 西部 ・ 東 南部 
ウラ グロ ホシ ミス ジ の 亜 種 問題 は 今後 の 課題 と し た い . 今回 は , 便宜 上 andetria の 産地 を 1 つの 亜 種 


集団 と と ら え , 朝鮮 半島 . ロシア 東南 部 COIN) を 原 名 亜 種 , oberthueri の 産地 を 別 の 亜 種 集団 と 
UT, 中 国 西 部 , 中 国東 南部 を oberthueri と し て 位置 付け て お く . 





mt EE 


今回 の 報 文 作成 に 当たり , ホシ ミス ジ に 関す る 有益 な 助言 な ら び に 文献 や 標本 で ご 協力 いた だ いた 猪 
MBAR, 有益 な 助言 と 文献 で ご 協力 いた だ いた 吉本 TER, 計測 標本 で ご 協力 いた だ いた 故 春 田 俊 
BE. 小岩 屋 敏 , 新川 勉 , 大 島 良美 の 各氏 . な ら び に 原稿 を ご 校 開 し て いた だ き , 日 頃 か ら ネ プティ 
ス 属 の 研究 で ご 協力 いた だ いて いる 日 本 大 学生 物資 源 科 学部 の 岩野 秀俊 博士 に 対し て 厚く お礼 申し 上 
げ る . 





引用 文献 


Bryk, F., 1946. Zur Kenntnis der Gross-Schmetterlinge von Korea. Pars I. Rhopalocera, Hesperiodea et 
Macrofrenatae I (Sphingidae). Arkiv Zool 38A(3): 1-74, 5 pls. 

Butler, A. G., 1871. Descriptions of five new species and a new genus of diurnal Lepidoptera from 
Shanghai. rans. ent. Soc. Lond. 1871: 401-403. 

土居 寛 陽 , 01935. ホシ ミス デ ヂ の 一 未 記 録 型 に 就 い て . Zephyrus (6): 22-23, pl. 1. 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


144 福田 晴男 ・ 美 ノ 谷 憲久 ・ 高 橋 真弓 


Eliot, J. N., 1969. An analysis of the Eurasian and Australian Neptini (Lepidoptera: Nymphalidae). 
Bull Br. Mus. nat. Hist. (Ent.) Suppl. 15: 116. 

Fruhstorfer, H., 1908. Lepidopterologisches Pêle-Mêle. X. Neue Rhopaloceren von Formosa. Ent. Z. 
22: 140-141. 

, 1912. Neptis. In Seitz, A. (Ed.), Macrolepidoptera of the World 9: 601-622, pls. 125-126. 

福田 晴男 ・ 美 ノ 谷 憲久 , 19089. 朝鮮 半島 中 部 に お ける フタ スジ チョ ウ と ホシ ミス ジ の 記録 . Neptis (2): 
33-34, pl. 3. 

. ,1999. ホシ ミス ジ を 考え る 1) 本 州 中 部 以 北 産 の ホシ ミス ジ . WREAK 50: 93- 





103. 

藤岡 知夫 , 1998. 世界 の ホシ ミス ジ の 地理 変異 一 2 新 亜 種 の 記載 を 含 せ むー. ホシ ザキ グリ ー ン 財団 研 
究 報 告 2: 263-274. 

猪 又 敏男 ( 編 ), 1986. 大 図録 ・ 日 本 の 蝶 . 499 pp. 竹 書房 , 東京 . 

AEWECKBB, 1960. 信州 産 ミ スジ チョ ウ の 新種 ? 蝶 と 峨 11: 43. 

— ——, 1961. 再び 信州 産 の ミス ジ チ ョ ウ の 新種 ? について. HEE MK 12: 53. 

Kim, C., 1976. Rhopalocera, Lepidoptera. Distribution Atlas of Insects of Korea 1. (In Korean). 

Kurentzov, 1949. の zeyzye babochki Primorskogo Kraya (opredelitel’) | Butterflies of Primorskii Krai (a 
guide) 118 pp. Moscou. 

, 1957. The historical zoogeography and speciation. Komarovskie chteniya 6: 27-54 (in 

Russian). 

— — — (3E), 阿部 光伸 ER), 1988. 極東 の チョ ウツ . 150 pp。 14 pls. 文 一 総合 出版 , 東京. 

中 原 和 郎 ・ 江 崎 悩 三 , 1929. 朝鮮 産 蝶 類 の 一 新 亜 種 、 Zephyrus (1): 3-4, pl. 1. 

Oberthür, C., 1876. Espèces nouvelles de Lépidoptéres recuelhs en Chine par M.Tabbe A. David. 
Etudes d’Ent. 2: 13-34, 4 pls. 

A HH, 1939. Rma ( 績 き ) 昆虫 界 7 (61): 168-183. 


Summary 


Neptis andetria Fruhstorfer, 1912, stat. nov., is separated from Neptis pryeri Butler, 1871 as a full 
species. N. andetria has long been treated as an Amur to Prymorye subspecies of N. pryeri, but we 
found these two flying sympatrically in Korea, Gangwon-do. Besides the formerly known 
differences in the wing maculation (Table 1), andetria and pryeri are distinguished by the male 
genitalia summarized in Table 2, and by the larval morphology (in the last instar larva, the dorsal 
pairs of tubercles on meso- and methathorax and the 8th abdominal segment are longer and more 
acutely pointed in andetria than in pryeri, and the lateral green patch from the 6th to 10th abdominal 
segments is more clearly separated in the 8th abdominal segment in andetria than in pryeri). W. 
and SE. Chinese oberthueri Eliot, 1969 has formerly been treated as another subspecies of pryeri, but 
this taxon is almost identical to andetria in the wing maculation and the male genitalia. Pending 
future subspecific analysis, here we attribute oberthueri as a subspecies of andetria (stat. nov.). The 
continental N. pryeri group is thus summarized as follows. 


Neptis pryeri pryeri Butler, 1871. E., SE. and NE. China, Korea. 
Neptis andetria andetria (Fruhstorder, 1913). Korea, SE. Russia (Primorskii). 
Neptis andetria oberthueri Eliot, 1969. W. and SE. China. 
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